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我が二二に望ましき事ど耳・ 301
心と自畳とに恥くる所があるのでは無からうか？　あへて，學内學外のK一
賢の一考を煩はす所以である．
我が日本民族の理學研究能力を隊米人の其れに．劣るとする一派の評家に
吉ぐ．「碧く，隊米人と吾が職人とに均等なる研究機會を與へよ！」現在の
如き明白なる一難（設備）不均等のハンデキャップを與へて，彼れと我れと
の優劣を比較するは不當も甚だしいではないか！
花　山　だ　よ　リ
　七月の初め，水澤から川崎理墨＝1：が來られ，一隅日滞在せられましナニが，
中旬には山本毫長は東海地方へ出張せられ，十九日からは森川千田爾氏が
満洲へ出張せられたなど，可なり人々の動識がありましナこ．
　夏期の志願助手希望者は合計九型ありましたが，共の中から，ljl遊，盤
見，原田，西（女史）の四氏が七月下旬から花山へ來られることになりま
しナこので，初め筆遣はれてるナこ夏休み中の淋しさも無く，毎日，山の上は，
なかなか賑やかなものです．八月九月には又，別の人々が來られる豫定で
す．
　七月末には流星の小難氏が來られ，四五日宿泊されましナこ．其の間に流
星の観測もされましナこ．近頃の大嚢見は，稀代の鏡眼の持ち主雪見君が護
見されたことです・：或る批評によると，中村氏以上とも言はれます．將來，
流星や攣光星の方面に活躍されませう．
　八月一日からは，丁丁の天文教室で，夏期講演として山本弓長のL天文
學一般「が開講され，合計四十八名の人々が遠近からやって來て熱心に聴
講されましナこ．同時に大域内で開かれナこ諸種の講演のうち，このし天文墨「
の聴講者が一番多数だとて，庶務課長始め，大喜びでしナこ．
　八月八日には水澤の山崎正光技師が來観せられましナこ．十七日から山本
教授は倉敷行きで：不在二十一日から暫くは耐戸の改獲氏が來られて，天
艦博覧術の研究をせられます．
　柴田氏の25センチF3といふ優秀機が目下組み立て据え付け中，
